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０．はじめに

































































































年制大学，私立 4 年制大学，短期大学に学ぶ 2 年生 4386 名を対象にして
いる。所属学部は，表 1 のように国際・外国語学系が最も多く，ついで社
会科学系，理工学系，人文科学系，そして医・歯学系となっている。性別








































強しましたか」に対して，最も多いのが 30 分で 36.3％，次いで 1 時間が
24.8％，0 分が 21.9％だった。筆者の調査「英語学習アンケート」（2007）






1位 2位 3位 4位
実態の総合的研究 話すこと 68.1％ 聞くこと 13.2％ 読むこと11.9％ 書くこと5.9％
英語学習アンケート Speaking　50.8％ Listening　18.0％ Reading　9.8％ Writing　9.8％
＊ 回答が両方ともに 100％にならないのは，「実態の総合的研究」は「無回答」があり，「英語学
習アンケート」には「全て」という回答があるため。Reading と Writing は，ともに 3位。
表 2　中学入学以前に英語を習った学生










　第 4 に，「実態の総合的研究 2007」では，授業外での学習時間の長短に
加えて，大学の英語授業の取組み姿勢についても調査し，予習と復習時
間とのクロス集計をしている。表 5 を見ると，「非常に積極的」と「やや






の 76.2％が毎回 2 時間以上かけているのは納得できるが，「非常に消極的」










予習と復習の時間 大学の英語授業への取組み非常に消極的 やや消極的 どちらでもない やや積極的 非常に積極的
0分（n ＝ 930） 18.3％ 24.5％ 39.6％ 14.7％ 2.9％
30 分（n ＝ 1543） 6.0％ 19.6％ 41.7％ 28.8％ 3.8％
1 時間（n ＝ 1065） 2.6％ 13.6％ 38.9％ 38.6％ 6.3％
1 時間半（n ＝ 381） 3.4％ 3.4％ 33.3％ 40.9％ 8.9％
2 時間（n ＝ 202） 4.5％ 8.9％ 31.2％ 46.5％ 8.9％
2 時間半（n ＝ 49） 0.0％ 2.0％ 34.7％ 44.9％ 18.4％
3 時間（n ＝ 32） 9.4％ 3.1％ 34.4％ 37.5％ 15.6％
























































第 69 条の 2 で短期大学の目的を「深く専門の学芸を教授研究し，職業又
は実際生活に必要な能力を育成することを主な目的とすることができる」









































ら，「/l, r/ の区別」，「/f, v/ の調音」，「促音の混入を避ける」，「/s, z/ と





































































































































はい　 36 名 59% いいえ　25 名 41%
「はい」の場合，その内容は。（自由記述）
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塾通い　18 英検対策　5 会話学校　4 NHK 講座 3 個人指導  2
リスニング 1 ペンパル　1 母親から　1 歌　1
⑤ 「中学で習ったことで，今も役だっていると感じることはあります
か。」
































平均時間　1 日に 83 分　最長 180 分　6 名　最短 0 分　4 名
②「上記以外に，何か英語学習をしていますか。」




　40 分～ 1 時間　9














Speaking 　26 Listening 　12 なし　8 Writing　 7





Speaking 　31 Listening 　11 Reading　6
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